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日本学術振興会科学研究費補助研究
『植民地期朝鮮文学者の日本体験に関する総合的研究』

2008年度シンポジウム　プログラム
（発表レジュメは日本語も用意しますが、発表と質疑応答は韓国語で行ないます）
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日程表
	2008年10月31日（金）1日目 （会場：早稲田奉仕園スコットホール）

	　１.　10:00～10:55 
	  「李泰俊とベニンホフ」
	　発表者： 熊木勉   コメンテーター：　芹川哲世

	　２． 11:00～11:30
	＜館内見学＞　　　
	　案内者：　熊木勉

	　３． 11:35～12:30
	  「朴花城と日本女子大学周辺」     　　
	　発表者：　山田佳子　コメンテーター：　徐正子

	 
	昼食　
	  ＜会議室＞

	　４． 14:00～16:00 
	  文学散歩　（早稲田・日本女子大エリア）
	　案内者：　熊木・山田

	　５． 18:30～20:30　  
	  　　　　懇親会
	　＜YMCAホテル２FレストランNOA＞ 

	2008年11月1日（土）2日目　（会場：在日本韓国YMCA）

	　１.　10:00～10:55 
	  「李光洙の第2次留学時代カレンダー」　
	　発表者：　波田野節子　 コメンテーター：　白川豊

	　２． 11:00～12:30
	  ディスカッション
　「植民地期朝鮮文学者の日本体験」
	　崔元植・金哲・李京塤　+　沈元燮・渡辺直紀

	 
	昼食　　
	 ＜YMCAホテル２FレストランNOA＞

	　３． 14:00～16:00 
	  文学散歩　（神田・本郷エリア）
	　案内者：　波田野

	  ４．18:30～20:30　  
	　 　　　懇親会
	　＜YMCAホテル２FレストランNOA＞


	2008年11月2日（日）3日目　　（会場：在日本韓国YMCA）

	　 10:00～12:00
	 「羅蕙錫の日本留学」
	　徐正子・江種満子対談　　（通訳：申銀珠／波田野節子）


2008年10月31日（金）
１．

「李泰俊とベニンホフ」
発表者： 熊木勉   コメンテーター：　芹川哲世
（資料当日配布）
２．
「朴花城と日本女子大学周辺」　
　発表者： 山田佳子   コメンテーター：　徐正子

（資料当日配布）
文学散歩　＜早稲田・日本女子大エリア＞　　　　　　地図１・２参照
○午後2時　スコットホール発――（タクシー3分）――早稲田松竹前で集合

a.李光洙の下宿があった場所――（歩5分）――b.新幹会・槿友会の事務所跡

○2時15分　出発――（タクシー10分）――鬼子母神前で集合　2時30分
鬼子母神――（歩5分）――c.朴花城の下宿跡――（歩20分）――日本女子大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○3時10分　日本女子大を出発――（豊坂を経由してタクシー10分）

――鶴巻南公園で集合　3時30分

d.金廷漢下宿跡―（歩5分）―e.梁柱東下宿跡―（歩5分）―f.金珖燮下宿跡
―（歩5分）―g.趙霊出下宿跡―（歩5分）―h.李丙燾下宿跡―4時に早稲田着　

タクシー料金は一時お立て替えの上、領収書を受け取ってそこにお名前を記入し、波田野から清算を受けてください。

資料：　http://www.nicol.ac.jp/~hatano/kaken/itiranhyo.doc
［住所］

①　李光洙　早稲田大学時代の学籍簿　　

　　　　　　市外戸塚町156　浅井方

　 　　　　　　　1915年9月30日　早稲田大学高等予科文学科2年編入　

　　　　　　　　 1916年9月11日　早稲田大学大学部文学科哲学科入学

1919年2月18日　学費未納除籍

② 新幹会・槿友会住所      市外戸塚町199 　

　　　　　1927年10月10日『朝鮮日報』その他

③ 朴花城　日本女子大学の学籍簿

府下高田町雑司が谷５９７番地　

1926年４月　日本女子大学英文学部入学

1928年１月　槿友会東京支会設立時委員長

1931年４月　３学年途中で中退帰国
④ 金廷漢　早稲田大学付属第一高等学院の学籍簿　

牛込区早稲田鶴巻町22　呉羽館(昭和7.2.10住所変更) 

1930年4月11日早稲田大学付属第一高等学院文科入学

1932年9月26日　学費未納除籍

⑤ 梁柱東　鶴巻町38大扇健方　（1926～27頃と推定される:熊木）　　　　　　　　　　　　　　　

⑥ 金珖燮　早稲田大学付属第一高等学院の学籍簿

牛込区鶴巻町201　鯉城館　（昭和3.5.22住所変更）4番目の住所
1926年4月　早稲田大学付属第一高等学院文科入学

1929年4月　早稲田大学文学部文学科英文学専攻入学

1932年3月　同卒業

⑦　『學之光』20号（1920年7月2日発行）　學之光社住所

早稲田鶴巻町62　朝鮮物産商会内　

⑧　趙霊出　早稲田大学付属第二高等学院の学籍簿　　

牛込区鶴巻町442寺嶋方（1935年4月入学）

1935年4月　早稲田第二高等学院入学

1937年4月  早稲田文学部文学科フランス文学専攻

1941年3月　同卒業

⑨　李丙燾　早稲田大学文学部　学籍簿　

牛込区鶴巻町472番地　中西方（1916年9月入学）
1915年5月　早稲田大学高等予科入学

1916年 9月　文学部文学科史学及社会学科入学

1919年3月　同卒業

⑩　朴勝喆　『學之光』19号（1920年1月26日発行）編輯兼発行人住所
早稲田鶴巻町302番地　大扇館　
［その他］
⑪　敷島館（戸塚597）邊鳳現、玄相允らが住み、1916年から21年の間に何度も『學之光』の発行所になった。
⑫　戸塚600　1918～9年に女子界社があった場所（『學之光』17号・特別号の広告）　

13 金珖燮の2番目の住所　牛込区早稲田南町　55番地　

14 『學之光』14号発行住所（1917.12）　⑮　同15号（1918.3）　⑯　同17号（1918.8）

発行人は崔八鏞　東京府下戸塚町297番地、293番地、223番地
2008年11月1日（土）
１．
「李光洙の第2次留学時代カレンダー」
発表者：波田野節子  コメンテーター：　白川豊
（レジュメ当日配布）
資料1　「李光洙の第2次留学時代カレンダー」

http://www.nicol.ac.jp/~hatano/kaken/calendar.doc
資料2　「羅蕙錫の日本留学時代カレンダー」

http://www.nicol.ac.jp/~hatano/kaken/na%20calendar.doc
２．
ディスカッション
「植民地期朝鮮文学者の日本体験」
崔元植・金哲・李京塤　+　沈元燮・渡辺直紀

文学散歩　＜神田・本郷エリア＞　　　　　　　　　地図１・２・３参照
午後2時　YMCAを出発～　
①　東洋商業学校跡（現東洋高等学校）　洪命憙　1906～1907年在学

②　大成中学校跡（現日本大学経済学部）李光洙　1906年春～秋ころ在学

洪命憙　1907年春～1910年在学

③　最初の青年会館　神田区西小川町2丁目7番地

　　　　青年会館が日本YMCAから独立して移った最初の単独青年会館（1911年）

　　　　初代牧師として朱孔三が赴任。息子の朱耀翰が1913年4月に明治学院普通部に入学したときの学籍簿に住所として記載されている。

　　　　(保証人)　朱孔三　生徒と同じ　　　　　 　職業  牧師

李晩奎　麹町区中六番町49番地　職業　朝鮮留学生監督

④　青年会館　神田区西小川町2丁目5番地　1915年11月　竣工

　1923年9月　関東大震災で焼失

⑤　羅蕙錫が1913年4月に東京私立女子美術学校に入学した時の学籍簿住所

　　　　　　　　　神田区今川小路2丁目2番地　
保証人　住所同上　三好辰次　職業　医

⑤′廉想渉が1913年4月に麻布中学校に2年編入した時の学籍簿住所

（1914年1月中退）

神田区今川小路2丁目2番地

保証人　李晩奎　朝鮮留学生監督
⑥　李箱の東京住所

　神田区神保町3丁目10-1-4　（現在専修大学）

1936年9月に来日

1937年4月に東京帝大付属病院で死亡　　

⑦　金珖燮が1926年4月に早稲田大学付属第一高等学院文科に入学したときの最初の住所

　神田区北神保町8番地　熊谷方（その後、牛込区に移住）

⑧　周恩来記念碑がある愛全公園

周恩来は1917年から19年に日本留学しこの近辺で勉学した。

[その他]　 

場所はほぼ特定できていますが、時間の関係で本日は回りません。
⑨　廉想渉が1914年9月に聖学院中学校3年に編入したときの住所

本郷区元町1丁目1番地　第二初音館内

1915年9月中退

⑩　崔承九が『学之光』3号(1914年12月3日)印刷人をしたときの住所

　　

本郷区元町2丁目66番地　甲武館

1915年末帰国、1916年初死亡

⑪　羅蕙錫が1913年4月に入学した東京私立女子美術学校跡地

　　（1918年3月卒業）

⑫　李人稙が1905年7月に開店した朝鮮料理店「韓山楼」跡地

下谷区上野広小路21番

この2ヶ月前に、愛宕町2丁目1番地に「漢城楼」を開店している。

⑬　李光洙が1907年9月に明治学院普通部3年に編入したときの住所

　　　本郷区丸山福山町22　田中方　

その前に白山学舎で学んでいた時の住所ではないかと思われる

⑭　大韓帝国公使館―留学生監督部跡　　麹町区中六番町49番地

⑮　玄相允の早稲田学籍簿　最後の住所　麹町区飯田町5丁目2番地　常陽館　　

⑯　李光洙の早稲田大学高等予科学籍簿　最初の住所

牛込本村町15番地島田方
⑰　李光洙の早稲田大学高等予科学籍簿　二番目の住所　

四谷区片町18番地高木方
⑱　許英淑が在学した東京女子医科専門学校跡地

⑲　李泰俊「東京の月夜」に出てくる友愛学舎のあった場所

⑳　李泰俊「東京の月夜」に出てくる府営食堂のあった場所

2008年11月2日（日）
江種満子・徐正子　対談　
　　　「羅蕙錫の日本留学」

（通訳：波田野節子・申銀珠）
＜対談者紹介＞
江種満子（えぐさ　みつこ）
文教大学文学部教授
広島県生まれ　お茶の水女子大学国文学科をへて東京教育大学大学院博士課程修了
日本近現代文学専攻・女性学　文学博士　
編著書　『女が読む日本近代文学―フェミニズム批評の試み』（共編著）1992『『青鞜』を読む』（共著）1998　『大庭みな子の世界――アラスカ・広島・新潟』2001　、『わたしの身体、私の言葉－－ジェンダーで読む日本近代文学』2004ほか
徐正子（そ　ちょんじゃ）
草堂大学副総長
全羅南道木浦生まれ　淑明女子大学国文科・同大学院博士課程修了　
韓国現代女性小説専攻　文学博士
編著書　『原本晶月羅蕙錫全集』2001　『韓国女性小説と批評』2001　
『韓国近代女性小説研究』1999ほか
＜対談に求めるもの＞

江種満子　―　ナヘソクの人と文学はどのように形成されたのか。日本留学はそこにどのように介入しているのか。ナヘソクの言説（小説・雑感）をとおして読み取りたい・・・
ナヘソクの小説や雑感を、それが書かれた時代の言説状況の中で読み解く、そんな姿勢で臨みたい・・・
徐正子　―　　わたくしの知らない大正デモクラシー期の文学と美術の雰囲気がわかればと思います。そうすれば自然と羅蕙錫の朝鮮時代における成長の背景と留学期に影響を受けた文化的条件などが明らかになるのではないかと期待しています。羅蕙錫の女性解放意識に日本の影響がどのように作用しているのか、自分を率直に表わして文章を書く姿勢と、日本の自然主義文学は関連がなかったのか、・・・　　　　
＜翻訳資料＞

 対談に先立ち、両対談者に基礎知識を共有していただくべく、スタッフが下記の資料を翻訳しました。今年度末に本対談記録とともに冊子化する予定です。
[日本語→韓国語]
江種論文　　１．「わたしの身体、わたしの言葉」
２．「『青鞜』の初期小説」
このほかに「1910年代日朝文学の交点－「白樺」「青鞜」と羅蕙錫」を翻訳する予定でしたが、徐先生は日本語のまま読まれてしまいました。
[韓国語→日本語]
徐正子論文　１．「羅蕙錫研究」
２．「家事労働言説を通して見た女性イメージ」　
３．「李光洙初期小説と結婚モチーフ」  

４．「羅蕙錫文学論」
５．「羅蕙錫の文学と美術の読み合わせ」
羅蕙錫作品  １．「理想的婦人」              （1914年『學之光』3号）
　　　　　　２．「雑感１」　　　　　　　 　 （1917年『學之光』12号）
　　　　　　　　３．「雑感2」　　　　　　　  　 （1917年『學之光』13号）
　　　　　　　　４．「キョンヒ」　　　　　　　  （1918年『女子界』2号）
　　　　　　　　５．「回生した孫女へ」　　　　  （1918年『女子界』3号）
　　　　　　　　６．「母となった感想記」　　　  （1923年1月『東明』）
　　　　　　　　７．「『母となった感想記』批判」（1923年2月『東明』）
　　　　　　　　８．「批判への反論」　　　　　　（1923年3月『東明』）
　　廉想渉作品　　　「ひまわり」（1923年『東亜日報』）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（翻訳者：浦川登久恵・申銀珠・山田佳子・朴修熙）
翻訳資料は下記のサイトにアップしてあります。
http://www.nicol.ac.jp/~hatano/kaken/kaken-index.htm#translation
＜日本語参考文献＞
青柳優子『韓国女性文学論』お茶の水書房1997
趙惠貞『韓国社会とジェンダー』法政大学出版局2002　
朴宣美『朝鮮女性の知の回遊』2005
＜対談の流れーラフスケッチ＞

対談に先立って、お二人のご意見をお聞きしました。この流れにそってお話いただくことになりますが、ここから外れてもかまいません。
１．羅蕙錫の「理想的婦人」と「キョンヒ」に、1世紀後の日本と韓国で出会う
２．日本と韓国の1910年代
――羅蕙錫が留学した1910年代、日本と韓国はどんな時代だったか
　 　［キーワード］
　　　日本の1910年代　　白樺　青鞜　　宮本百合子　自我伸長　個性  女性の天才
　　　　　　　　　　　　　自由恋愛　自由結婚  良妻賢母  母性　etc.

　　　韓国の1910年代　　日韓併合　武断統治期　儒教の束縛  キリスト教　新小説
愛国啓蒙運動　東京留学生　新女性　三・一運動 etc.

３．留学と自己形成
     留学とは何か――時代・本人の出身・留学先によって違う
　たとえば
・
当時、日本人が欧米に留学した場合
・
当時、韓国の後ろ盾を持たない貧しい若者が統治国日本に留学した場合
・
当時、韓国の門閥両班の子弟が統治国日本に留学した場合
・
戦後の日本人の若者が戦勝国アメリカ合衆国に留学した場合
・
解放後の韓国人の若者がアメリカ合衆国に留学した場合
また、韓国の留学生にとって、日本とはどんな存在だったのか
・
独立を奪った国
・
西洋文明を先取りして近代化した国
・
日本の伝統文化への無関心は何を意味するのか　　（東道西器？）
　
４．羅蕙錫の留学
――それでは1913年に17歳の羅蕙錫が統治国日本に留学した場合は？
・
留学以前の羅蕙錫　その当時の女性の生活はどんなものだったか
・
留学後の羅蕙錫－－1910年代言説の中で芸術家として自己形成する
・
彼女は何と出会い、何を受容し、何を拒否したか
・
日本体験は留学後の羅蕙錫の人生にどのように作用したか　
５．人間であること、女であること、朝鮮人であること、基底をどこにおくか　
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